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• 近世日本の日記あるいは日
誌から地域情報の体系を探
る試みをしています。
• 今回は、近世金比羅の「金
光院日帳」から、天保９年
（１８３８）４月１１日の
記載より、金山寺町での大
火事での消失の様子、「御
用留」からは茶屋（遊女
宿）であった尼ヶ崎藩士と
遊女小円の心中事件、弘化
４年（１８４７）１２月１
９日の記載、さらに「多聞
院日記抜書」からは明和３
年（１７６６）1月８日の
記載が紹介されています。
• 金比羅門前町で最も遊女宿
を抱えた町、金山寺町は、
近世後期に２度の大火
災に見舞われました。
二つの記録を比較する
ことで、金山寺町の
遊女宿の変遷を知
ることができる
ます。

なお無断転用は
お断りします。　　　　　
　　　　　　　　　村山　聡 



史料紹介

近世金比羅関係史料の紹介～「金光院日帳」ほか
香川大学教育学部遠隔教育調査研究室　林　恵

はじめに

今回は、１９９９年に提出し
た香川大学大学院修士論文『近世
以降にみる讃岐国の「遊郭」ー金
比羅・善通寺を中心にー』（*1）
の 中で出会った近世金比羅関係
史料について、いくつか紹介した
いと思います。

史料を紹介する前に、近世金比
羅の支配機構について、若干の説明
をしておきます。

慶安元年（１６８４）、三代将
軍家光により朱印状が下賜され、金
比羅は３３０石の御朱印地となりま
す。高松藩寺社奉行の指図を受けて
いたとはいえ、その支配を実際に
行ったのは別当金光院という組織で
した。金光院のもとには、「寺中」
と呼ばれる真光院・万福院・普門

院・神護院・尊勝院の五か院が置か
れていました。そしてこれらの寺中
とは違って、町方の支配を担当した
のが「多聞院」でした。多聞院は
「寺中」に対して「表役」と呼ば
れ、この多聞院のもとに町方役人と
して町年寄・組頭などが置かれてい
ました。なお、寺中・表役が詰めて
いたところが金光院役所で、そのお
およその命令系統は、別当−表役
−御用人−町奉行・代官−手代となっ
ていたようです。

「金光院日帳」

私が使用した中心史料の一つに
「金光院日帳」（*2）があります。
これは、御用人の勤務所である御用
所の政務日誌です。宝永５年（１７
０８）に始まり、同７年（１７１
０）に正式に命令が出されて書き継
がれた用人部屋日記のようなもので
す。１年１冊の大福帳形式からな
り、７５冊が金刀比羅宮図書館に保
存されています。（写真1-1、1-2参
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写真１−１
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照） 写真１−１・１−２は、共に｢金
光院日帳｣ 天保９年（１８３８）４
月１１日条によるものです。この日
は、明け方から金山寺町にて大火事
がありました。その焼失の様子が記
されています。

先にも触れたように、近世金比
羅の支配構造は特殊で、実際支配を
行った別当金光院は、単に山内を治
めていたのではなく、御朱印地の町
方（門前町）・地方の領主的支配者
でもあったことから、この用人の

日々の記録は、寺中の外（門前町や
地方）の様相までことこまかに書か
れています。「金光院日帳」が書か
れていく時期が、ちょうど金比羅信
仰が全国的に広がっていく時代と重
なっていることもあって、金比羅を
軸として、讃岐国内のみならず、大
坂・京・江戸の世相を伝える貴重な
資料となっています。　昭和６３年
（１９８８）に、金刀比羅宮所蔵資
料を整理した資料集『金比羅庶民信
仰資料集 年表篇』（*3）が発行され
ますが、その中で編者山崎禅雄氏は

編集後記で次のように記していま
す。

「編者がはじめて「金光院日
帳」７５冊を図書館でみせてもらっ
たとき、この資料があまりにも世間
の目に触れられていないこと、また
学問的分野でも本格的にこの資料に
とりくんで金比羅信仰を考察し、さ
らに朱印地をもった大寺社のありよ
うを、歴史的にも社会・経済的にも
論じられていないことは、いかにも
残念に思った。」
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写真１−２

 

 

!
!

!

!
!
"
#
$
%
&
'
!
(
)
*
+
%
,
-
.
/
&
'
!!

!

0
1
2
3
4
!
5
6
7
8
9
:
;
<
=!

!

&
>
3
?
@
A
<
!
B
C
D
E
F
G
H
I!

!

J
K
L
M
N
O
P
Q
$
/
&
'
!
R
S
K
T
Q
$!

!

/
U
!
V
W
X
Y
Q
/
&
'
!
Z
Q
$
.
[
Q
'!

!

/
C!

!!

!
!
)
*
\
.
[!

!!! 
 
 
 
 
 
!

"
]!

^
#!



この文章を読んで、９年前「金
光院日帳」を閲覧するために金刀比
羅宮図書館へ通った日々のことを思
い出しました。金刀比羅宮図書館
は、参道の外れにあるのですが、
ちょうど訪れた頃が春らんまんの桜
の季節で、とても幻想的な美しい場
所に図書館はひっそりとたたずんで
いました。何日か通ったのですが、
図書館を訪れる人は私以外一人も見
かけたことがなく、とても静かだっ
たのを覚えています。

「金光院日帳」の散逸

宝永５年から書き始められた
「金光院日帳」ですが、残念なこと
に宝暦から寛政にかけての約40年分
が散逸しています。そのきっかけ
は、明治元年（１８６８）の神仏分
離令にあったようです。

先の『金比羅庶民信仰資料集 年
表篇』によると、「明治元年、神仏
分離令が出され金比羅大権現が金刀
比羅宮と改められ、別当宥常が復飾

して琴陵宥常になると、寺中の僧侶
でも退身する者、還俗して神職にな
る者があり、多くの堂舎が神祠に建
て替えられるという風に次々と改革
が行われた。そして明治５年（１８
７２）７月には仏像・仏画・経典・
武具の類を売却などの処分に付した
とき、「金光院日帳」も町のむつ屋
磯七に払い下げられた。九月になっ
てすぐ「外部へ流れては差支えのこ
ともあり、神社になっても必要な場
合もできてくるだろうから」という
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写真２
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ことで買い戻したが、
そのときすでに半数は
失われていた様子であ
る」とあり、この時多
くの「金光院日帳」が
散逸していった経緯が
記されています。

その他の資料につ
いて

修士論文で使用した史料につい
ては、「金光院日帳」の他に「御用
留」（*4）があります。御用人の勤
める御用所の政務日誌が前者である
のに対して、表役の勤める表役所の
政務日誌が「御用留」にあたりま
す。この「御用留」は９冊あり、こ
ちらも金刀比羅宮図書館で閲覧可能
です。（写真２参照）

写真２は、｢御用留｣ 弘化２･３･
４年（１８４５～１８４７）分冊の
３に掲載されているものです。日誌
形式で記載がなされ、弘化４年（１
８４７）の１２月１９日の条には、
茶屋（遊女宿）にて起こった尼ヶ崎

藩士と遊女小円との心中事件につい
ての記載が見られます。

この他に、金光院家来の山下盛
好が、元禄から寛政までと天保年間
の「多聞院日記」を書写した「多聞
院日記抜書」（*5／写真３参照）で
は、 明和３年（１７６６）正月８
日条に大火事の記録が残されていま
す。

金比羅門前町で最も遊女宿を抱
えた町である金山寺町は、近世期後
半２度の大火にみまわれています。
明和の大火事の記録と、この後の天
保９年（１８３８）に発生したもう
一度大火事の記録である先の写真１

−１･１−２（「金光院日帳」）と比
較することによって、金山寺町の遊
女宿の変遷をうかがい知ることが可
能となりました

そしてこれらの史料を明治期に
なって編集し直したものとして「金
刀比羅宮史料」（*6）が９０冊残さ
れています。

                             
おわりに　

私自身なぜこの金比羅に注目し
たのかというと、県内の他地域にく
らべて圧倒的に史料数が豊富であっ
たこと、継続的な史料群が残されて
いたことにあります。修士論文の
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写真３
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テーマの一つが「讃岐国の遊女の実
態」でしたが、先の「日帳」や「御
用留」、日記や古記録などに記され
た触達、法度、町方に起きた火事や
心中事件などを拾い集めることで、
全国的な金比羅信仰の高まりととも
に盛り上がりをみせた金比羅の遊女
の実態を少しずつ明らかにすること
が可能となりました。

この近世金比羅における遊女の
実態については、最近の研究成果も
加えた形で、また別の機会にご報告
できればと思っています。

注釈

(*1)　修士論文の中から近世金比
羅の遊女を中心に加筆修正し
たものを、「近世金比羅の遊
女」として『香川史学』第28

号（2001.7/香川史学会）に掲
載しています。

(*2)　金刀比羅宮社務所蔵。宝永
5年～最終年未確認。

(*3)　『金比羅庶民信仰資料集 年
表篇』(山崎禅雄編/1988/金刀
比羅宮社務所発行)

(*4)　金刀比羅宮社務所蔵。

(*5)　丸亀市山下榮氏蔵。

(*6)　論文作成時は琴平町川原正
夫氏蔵のコピーを参照。

編集後記  

                  JULY 24, 2008

このニュースレター第８号
は、再び、香川大学教育学部遠
隔教育調査研究室で、主に近世
古文書について仕事をして頂い
ている林さんに執筆して頂きま
した。

　連絡先： 村山　聡 

香川県高松市幸町１−１
香川大学教育学部　　

tel/fax: 087-832-1571(office)
Email: 

muras@ed.kagawa-u.ac.jp
Homepage:

http://rfweb.ed.kagawa-
u.ac.jp/project/wiki/muras/

wiki.cgi
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